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３ 市民満足度調査の状況
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平成 年度30 高松市施策評価表（ 年度分）29

2015

2016

2017

2018

2023

平成 年30

環瀬戸内海圏の中核都市としてふさわしいまち

快適で人にやさしい都市交通の形成

公共交通の利便性の向上

市民政策局

交通政策課

087-839-2138
Ａ

　市民、来訪者 　市民の活動を支える多様な移動手段を確保するとともに、
公共交通の利便性の向上により、公共交通の利用促進を図
る。

公共交通機関利用率
％

年度27 年度28 年度29 年度30 年度35

14.7 15 15.67 16.46

　公共交通利用率は、平成１９年度を基準年度として、毎年一定の利
用者増を目標として掲げている。
　前年度に比べ、１日当たりの公共交通機関利用者数は、約９００人
増加し、利用率も１４．７％から１５．０％へと上昇したものの、
２０年代前半に利用者数が減少したことの影響により、目標値の達成
に至らなかった。 ％96.9

点29

交通結節拠点におけるバス路線の結節数（中心部を除
く ） 路線

年度27 年度28 年度29 年度30 年度35

3 3 5 18

　当該指標は、平成２４年度の交通結節拠点におけるバス路線の結節
数を目標と掲げている。
　新たな公共交通の結節拠点整備に併せ、バス路線再編を進める、公
共交通ネットワークの再構築の進捗を確認するものであり、昨年度
は、新規運行に向けての準備を進めており、目標は達成している。

％100.0

点30

年度27 年度28 年度29 年度30 年度35

35

41

21

18.1

位 （ ％） 位 （ ％）35 21.0 位 （ ％）41 18.1
0

1

1

43.1

47.5

位 （ ％） 位 （ ％）1 43.1 位 （ ％）1 47.5

0

7

3

79.1

82.9

位 （ ％） 位 （ ％）7 79.1 位 （ ％）3 82.9

年度27 年度28 年度29



４ 施策に係るコスト

事業費

人件費

トータルコスト

５ 今後の方向性と課題

施策の推進状況と課題

施策推進の方向性

６ 施策を構成する基本事業及び事務事業の状況

基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

年度（決算）27 年度（決算）28 年度（決算）29 年度（予算）30

1,409,737 1,345,299 1,601,327 2,889,775

72,056 101,827 98,328 103,638

1,481,793 1,447,126 1,699,655 2,993,413

【市民政策局】【都市整備局】過度な自動車利用から、公共交通へ転換を図るため、利便性が高く持続可能な公共交通ネットワー
クの再構築については、新たな交通結節拠点整備やバス路線再編はもとより、良好な交通環境の確保が課題となっている。

　公共交通の利便性の向上に当たっては、市全域を対象とした公共交通体系の再編と、ハード・ソフトの両面から公共交通の利便
性の向上に資する施策を積極的に推進するとともに、都市計画マスタープランに掲げる、「多核連携型コンパクト・エコシティ」
の観点から、拠点地域等への都市機能の集約を進めるなど、集約型の都市構造への転換を図り、公共交通の利用を促進していく必
要がある。

目指す都市構造と整合した都市交通システムの構築
Ａ

ＪＲ端岡駅周辺整備事業（都市計画課分）
○ ○ ％75 Ｂ 継続

ＪＲ端岡駅周辺整備事業進捗率
％71.4

国道 号高松東道路関連整備事業11
％93 Ａ 継続

側道整備率
％94.3

地域公共交通再編事業（交通政策課分）
○ ○ ％91 Ａ 拡充

施策に関する市民満足度（公共交通の利便性の向上）

公共交通機関利用率

％82.3

％96.8

地域公共交通再編事業（都市計画課分）
○ ○ ％96 Ａ 拡充

公共交通機関利用率
％96.8



基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

６ 施策を構成する基本事業及び事務事業の状況

人と環境にやさしい、持続可能な公共交通サービスの導入
Ａ

公共交通維持改善事業（交通政策課分）
○ ○ ％84 Ｂ 改善継続

公共交通機関利用率

コミュニティ交通路線数

％96.8

％71.4

公共交通利用促進事業（交通政策課分）
○ ○ ％91 Ａ 拡充

施策全体の満足度（市民満足度調査）

公共交通機関利用率

％82.3

％96.8

新都市交通システム導入検討事業
○ ○ ％86 Ａ 継続

施策に関する市民満足度（公共交通の利便性の向上）
％82.3

（評価対象外）駐車場管理運営事業

公共交通利用促進事業（都市計画課分）
○ ○ ％84 Ｂ 改善継続

Ｃ＆ＢＲ駐輪場利用者数
％87.9

公共交通維持改善事業（都市計画課分）
○ ○ ％97 Ａ 継続

バリアフリー化率
％100.0


